
◆企 画 名  Back to the Days 2024  

日  程  2024年 12月 14日（土）10：30～14：30  

場  所  千里山キャンパス第 2学舎 D303教室 

参加者数  24名（ピア・サポータ 9名、研修生 10名、シニア・サポータ 5名） 

 

目  的 

活動報告会を前に所属コミュニティの活動を改めて理解し、各コミュニティ間で交流を

行う。また、2024 年度の企画を振り返り、反省点等を活動報告会や新メンバー募集へ活

かすとともに、年間計画表の作成に向けて、来年度の方向性を各コミュニティで定めるこ

とを目的とする。 

内  容 

【各プログラム詳細】 

・ピア・コミュニティ内活動報告会（90分） 

まず、今年度実施した企画一覧を確認しながら、各コミュニティ 10 分程度で振り返り

を行った。次に、コミュニティごとの振り返り報告を 2分程度で実施した。その後、コミ

ュニティ混合で組み分けたグループにてグループワークを実施した。 

2 月実施予定の活動報告会や来年度の年間計画表の作成の際に活かすことを目標とし、

今年度の課題分析や成功例の分析、改善案を検討した。また、他コミュニティに実施し

てほしい企画案や、コミュニティを越えたコラボ企画の案出しなどを行った。 

 

・就活座談会（60分） 

4年次生が中心となって準備・進行を行った。 

目的としては、1～3 年次生が将来や就活について考える機会とし、4 年次生の経験を聞

き、今後の就職活動や大学生活の参考にするものである。 

当日進行としては、就職活動の基礎知識を 5～10分程度で紹介した後、4年次生の就職

先の職種を先に紹介し、決められた席にそれぞれ 1～4 年次生を配置し、就職に関する話

を聞いた。次に 1～3 年次生は自由に席を移動し、聞きたい職種の 4 年次生の話を聞い

た。各席に一枚ずつ 4年次生に対する質問例を設置することで、就職活動等のイメージが

湧きにくい下級生でも詳細な話が聞けるような工夫を行った。 

 

・交流会レクリエーション「クイズ大会」（60分） 

クイズを通じて今年度の各コミュニティの活動の振り返りや、ピア・コミュニティの

マニュアル等の再確認を行い、ピア・コミュニティの活動に対する理解を深めた。 

クイズは 5 つのグループ対抗にて実施し、選択式は Google フォーム、記述式は紙への書

き込みで回答した。 

効  果 

・ピア・コミュニティ内活動報告会では、自身の所属するコミュニティが 2024 年度に行

った活動を振り返り、2025年度の活動計画を考えるきっかけになった。 

また、他コミュニティの活動を聞き、モチベーションの向上や、自身の所属するコミ

ュニティの問題点の改善に繋がった。 

・就活座談会では、ピア・コミュニティを経験した 4年次生の就職活動や大学院進学の話

を聞く貴重な機会になった。 

また、4年次生の企画の実施やまとめ方を聞く機会になった。 

・クイズ大会では、楽しみながらピア・コミュニティのルールを再確認するきっかけに

なった。 

・他コミュニティと交流することができた。 

・アンケートでは、「他のコミュニティの問題点や共通点を知れて良かった。」「今後の活

動に活かしたい。」という意見があった。 

 

 

 

 

 



改 善 点 

・振り返る内容が複数あったが、それを一つ一つ話し合い、まとめる時間が少なかっ

た。 

→話し合いの時間をもう少し長く設けたり、一つ一つの内容をしっかり話し合えるよ

うにトピックごとに区切っても良かった。 

・各グループが発表してくれた内容について、参加できなかった人や、あとで確認して

来年の企画に活かせるように、内容をまとめて共有できるようにしておくべきであっ

た。 

→アイデアをまとめる紙を用意したり、発表内容のメモを取る役割を作るなどの工夫

が必要である。また、共有方法についても検討が必要である。 

感  想 

他コミュニティとのコラボ企画を考えてみたり、ピア・コミュニティでの活動をクイ

ズ形式で振り返ってみたりと、新しい形で 2024 年度を振り返ることができたと感じる。

今回の振り返りで出た反省点や改善策、新しい企画案について、今後より具体的に検討

し、2025年度の活動に活かしていきたい。 

 


